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「新日本石油グループ　ＣＳＲレポート２００６」の発行について
 

～地球環境との調和を図り、エネルギーの将来を担う～

記者各位

当社（社長：西尾 進路）は、この度、２００５年４月から２００６年３月までの当社グループのＣＳＲ（企業の社会的責任）活動への

取り組みをまとめた「新日本石油グループ　ＣＳＲレポート２００６」を発行いたしましたのでお知らせいたします。

今回のＣＳＲレポートでは、当社グループのＣＳＲ活動について、「環境への取り組み」、「社会貢献」「企業の責任」、「人間尊

重」の４つのカテゴリーに分け、推進体制や取り組みをコンパクトにわかりやすくまとめています。さらに、ステークホルダーとの

継続的な対話を意識し、これまで当社によせられたステークホルダーコメントを反映した当社グループの取り組み、とりわけサ

ービスステーションにおけるＣＳＲ活動の取り組みや、事故やトラブル対応について報告しております。

また、 （パソコンマーク）をつけたコンテンツについて、ＣＳＲ専門ウェブサイト「ＥＮＥＯＳ　Ｓｏｃｉａｌ　Ｓｔａｔｉｏｎ

(http://www.eneos.co.jp/company/csr/)」で、身近で親しみやすい情報をご覧いただけるよう、ウェブサイトとの連携を強化しま

した。ウェブサイトでは毎月二回の情報更新を行うなど、よりタイムリーにＣＳＲ活動の報告を発信し、毎月６，０００人以上の方

に閲覧していただいております。

当社グループは、経営理念である「エネルギーの未来を創造し人と自然が調和した豊かな社会の実現に貢献します」を誠実に

実践し、社会に対する責任を果たすとともに、ステークホルダーの皆様から最も信頼される企業グループの確立を目指し、今後

も、ＣＳＲの取り組みに関する情報開示・説明責任を果たしてまいります。

以上
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